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一 【世界に誇る研究】

「最先端研究」×「暮らし」＝「持続可能な未来」
地中と外気の温度差を活用する省エネの空調システム
岐阜大学工学部 社会基盤工学科 准教授 大谷 具幸
世界初の圧縮成形加工が木材の可能性を広げる
岐阜大学応用生物科学部 環境分子科学 バイオマス変換学研究室 教授 棚橋 光彦

岐阜独自の観葉植物の新品種を開発
岐阜大学応用生物科学部 園芸学研究室 教授 福井 博一

新しい農薬や医薬の発明に役立つ薬理作用を解明
岐阜大学教育学部 理科教育講座（化学） 特任教授 利部 伸三

二
【自然観察・縞々学】
地球が教えてくれること
岐阜大学教育学部 理科教育講座（地学）教授 川上 紳一

三
【サークル活動】
あなたの環境マインドを教えてください

22 岐阜大学基金の状況報告

23 お知らせ

巻末 入試情報

　 健 康と環 境を志向するラ

イフスタイル、つまりLOHAS

（Lifestyles Of Health And 

Sustainability）の生活に憧れ

る現代人が増えています。高度

な科学技術が輻輳し、その恩

恵がなければ暮らしにくい世の

中です。自然と共存しながらス

ローライフをエンジョイするため

には、実はそのノウハウを身に

付けなければなりません。忍耐

強く、問題解決能力に優れてい

なければなりません。結局、勤

勉で、健康でなければなりませ

ん。私にできるでしょうか。本

稿でヒントをさがしましょう。

（編集長）

岐 阜 大 学 の とりくみ
Apr.2012→Oct.2012Topics

　地域企業からの相談や共同
研究を通じて、地域のモノづく
りに真に活用できる複合材料を
開発していくことを目指し、「岐
阜大学複合材料研究センター」
を開所しました。これは地域の
産業高度化を目指す文部科学
省の事業「地域イノベーション
戦略支援プログラム」に、岐阜
大学が採択されたことによりま
す。4月2日（月）の開所式では森秀樹学長が「人材の育成
に努め、産業界の発展に貢献していきたい」と話しました。

　長良川国際会議場において
平成24年度入学式を行い、学
部学生1,357人、大学院学生
579人が入学しました。森秀樹
学長は学部入学生へ向けて「勉
学、自己修養に努め、悔いなき青春の時を送ってほしい」
と激励し、大学院入学生には「勉学や研究に励み、その成
果が明るい展望に繋がることを切望する」と言葉を贈りま
した。学部入学生代表の金子剛大さんは「豊かな心と深い
知識や技術を身につけ、国際社会の一員としての力を育み
たい」と宣誓。平成23年11月に愛唱歌となった『我等多
望の春にして』も初披露されました。

岐阜大学複合材料研究センターを
開所しました

平成 24 年度
入学式を行いました平成24年4月1日（日） 平成24年4月7日（土）

十六銀行と環境に関する覚書を締結
　ともに環境マネジメントシステム
「ISO14001」の認証を取得している十六
銀行と岐阜大学が、環境保全に関する覚
書を締結しました。これまで以上に情報
交換を行い、環境保全のための幅広い活
動と環境意識の向上を通じて、地域社会
へ貢献することを目的としています。
　調印式には学生サークル「three trees」
のメンバーと地域科学部の学生たちも出
席。この学生たちは昨年、十六銀行のISO
内部監査に参加して意見交換を行いまし
た。今後も学生たちは十六銀行の内部監
査に加わり、ISOや省エネ活動等について、

意見を出し合い、交流を深めていきます。
　また7月23日（月）には、この覚書に
基づいて公募された「節電・省エネ啓発
ポスター」の表彰式が開催されました。
最優秀賞を受賞した4年生の幸脇亜矢子
さんは「このデザインには、若い人々が
引っ張っていくことで新しい日本を作っ
ていきたい、という願いを込めています」
と話しました。ポスターは夏の間、構内や
十六銀行の各支店に掲示されました。大
学では今後も民間企業とともに環境活動
の幅を広げ、社会全体の環境意識の向上
につながる情報発信を行います。

い、「地域連携部門」では地域の課題解決
をするため自治体などとの連携を行って
いきます。さらに、従来の5つのプロジェ
クト研究センターを組み込み、環境科学
や生命科学の研究に特化した「学術院」
も新設。大学の研究を俯瞰的に眺めて戦
略を定め、現代に求められる各種の研究
支援を提供していきます。
　記念式典では森秀樹学長が「産業界、
地域コミュニティーと密に連携強化し、
地域や中京圏へ研究成果を還元していき
たい」と話し、その後、機構の看板を除幕
しました。

研究推進・社会連携機構を設置しました 
　既存の学部・研究科編成にとらわれな
い研究活動やその成果を効果的に社会に
還元していくことを目的に「研究推進・
社会連携機構」を新しく設置しました。
　新設の「研究推進部門」と、従来の組
織を再編した「知的財産部門」「産学連携
部門」「地域連携部門」の4部門を中心と
した構成です。「研究推進部門」では、大
学の研究を把握・分析し、基礎研究から
実学研究までをサポートします。また、「知
的財産部門」では知的財産の管理や活用
を行い、「産学連携部門」では岐阜県を中
心とした東海地域の企業との連携を行

平成24年8月1日（水）

平成24年4月9日（月）
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